
主催／日本心理検査協会・日本心理検査振興協会
後援／全国教育研究所連盟・日本教育新聞社・教育新聞社

第24回教育講演会
〈これからのキャリア教育とアクティブ・ラーニングによる学び〉

2016年11月12日（土）
嘉ノ雅 茗渓館（茗渓会館）・２Fホール

雇用問題研究会
実務教育出版
田　研　出　版
千葉テストセンタ－
図 書 文 化 社
大阪心理出版
東　京　心　理

日本心理検査協会
会　員　社

御招待

日本心理検査協会（略称／心検会） 日本心理検査振興協会（略称／心振会）
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会場案内図
お茶の水
女子大学
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教育の
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地下鉄・丸の内線
茗荷谷駅
下車・徒歩2分

至 池袋

至 後楽園

嘉ノ雅
茗渓館

嘉ノ雅 茗渓館2Fホール
東京都文京区大塚1-5-23
TEL.03-5319-1888
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日本心理検査振興協会は、1974年に「教
育・心理検査」の発行所の組織である心検
会と検査の普及に携わる全国の販売会社が
連合して組織したもので、その事業の重要
性に鑑み従事者としての倫理の高揚をはじ
めとして、啓発普及のための研修、質的向
上のための調査研究を目的としています。
会報『しんりけんさ』の発行、｢研修
会」の開催を事業として、今後も組織の拡
充に努力してまいります。

日本心理検査協会は、日本の学校教育、
特に学習指導・生徒指導・進路指導に必須
の児童・生徒の基礎データ（診断評価）提供
のための「教育・心理検査」の質的向上と
正しい普及をはかるため、我が国の代表的
な「教育・心理検査」の専門発行所（出版社）
が結集し、1964年に組織されたものです。
年度版『日本教育・心理検査目録』（学校
教育用心理検査）の発行等の事業の他、教育
関係メディアへの広報活動を行っています。
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主催／日本心理検査協会・日本心理検査振興協会
第24回教育講演会  参加申込書

所属名（学校名）

所在地（勤務先）　　〒　　　　　　　　　  電話  　　　（　　　）　　

参加者名

参加者名

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ
■受講証明書（希望する・しない）

■受講証明書（希望する・しない）

■受講証明書（希望する・しない）

■受講証明書（希望する・しない）

＊受講証明書が必要な方は、希望するに○印をおつけください。

お申込方法

13：30

15：00

15：20

16：50

講演

講演

東北福祉大学教授

アクティブ・ラーニングによる学びと
その評価

文部科学省初等中等教育局　生徒指導調査官
国立教育政策研究所　総括研究官

●日  程 2016年11月12日（土）
●会  場 嘉ノ雅 茗渓館（茗渓会館）・２Fホール（東京メトロ・丸の内線茗荷谷駅下車）
●定  員 250名（定員になり次第締切ります。）
●対  象 小学校・中学校・高等学校教諭および関係者
●受講料 無　料

拝啓　　皆さまにおかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　日本心理検査協会ならびに日本心理検査振興協会では、1993年より教育講演会を開催し、小・中・高等
学校の先生方、教育行政・教育機関の関係の先生方に多数ご参加いただき、大好評をいただいてまいりま
した。
　本年度も、引き続き、第24回教育講演会を下記のように開催いたします。
　今回は、『変わる！ キャリア教育』と『アクティブ・ラーニングによる学びとその評価』というテーマ
で皆さまとご一緒に考えてみたいと存じます。
　皆さまの多数のご参会をお待ちしております。
 敬具　

プログラム
講演概要

講師紹介
変わる！  キャリア教育

長田　徹

上條　晴夫

～キャリア教育で変わる！  キャリア教育のこれから～

右の参加申込書に所定事項を楷
書でご明記の上、下記ＦＡＸ番号へ
送信いただくか、または、52円切手
を貼って、ポストにご投函ください｡
（ＦＡＸの場合は、切り取らずこの
ままご送信ください）｡
下記QRコードからお申込サイトに
アクセスし、専用フォームからお申込
みいただくこともできます。
なお、定員（250名）になり次第
締め切らせていただきますので、お
早めにお申し込みください。

＊お預かりした個人情報は、当講演会に関するご連絡ならびに受付事務以外には使用いたしません。

講演概要

講師紹介

12

●お問合せ先 日本 心 理 検 査 協 会日本心理検査振興協会
事務局／丸山　　東京都文京区大塚1-4-15 
TEL 03-3943-2511　FAX 03-3943-2519http://kokucheese.com/event/index/410945/

●「語る」「語らせる」「語り合わせる」／学びを
社会につなぐ／地方創生、一億総活躍社会／
校種連携、地域協働／キャリア・パスポート
●石巻市、仙台市公立中学校教諭、仙台市教
育委員会指導主事等を経て、現在、文部科学
省初等中等教育局教科調査官、児童生徒課
生徒指導調査官、国立教育政策研究所生徒
指導・進路指導研究センター総括研究官、教育
課程研究センター 教育課程調査官。

●アクティブ・ラーニング登場の背景／育成す
べき資質・能力の変化―問題解決力、思考力、
表現力、コミュニケーション力、自己省察力／評
価の考え方
●山梨大学教育学部卒業。小学校教師、児童
ノンフィクション作家を経て、教育ライターとなる。
NPO法人「授業づくりネットワーク」理事長、学
習ゲーム研究会代表、全国教室ディベート連盟
理事長等を歴任。現在、東北福祉大学教授。


